
  

 

 

 

 

   
ふるさと再発見「荒屋新町かいわい歴史散歩」 
  ８月９日（日）、夏の思い出づくり応援企画「荒屋新町

かいわい歴史散歩」を行いました。 

 参加者は県外在住の家族連れを含む市内外からの 15名

で、博物館友の会有志３名の解説を受けながら、白山神

社、荒屋新町駅、荒屋一里塚など約４㎞を２時間をかけて

歩きました。 

かつては鹿角街道だったという場所を歩いたり、荒屋

新町駅ができた頃の今とは異なる様子を聞いたり、建物

のモダンな装飾や屋根の構造に目を向けるなど、地域の

歴史・文化の掘り起こしの機会となりました。参加者から

は「車で通りすぎるところも詳しい話を聞くことができ

よかった」、「近くのことでも知らなかった歴史を学ぶこ

とができた」、「話を聞きながら一緒に歩けるのは貴重な

体験」などの感想が寄せられました。 
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お問い合わせ 

電話/0195-63-1122 FAX/0195-63-1123 
〒028-7533 岩手県八幡平市叺田 230  
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縄文時代晩期の家の跡から見つかった土器

です。鉢の内側や外側には、赤茶色の付着物

があり、 

直径/約 11cm  
高さ/約 8cm 

(当館所蔵）   

 

漆貯蔵鉢（赤坂田Ⅰ遺跡） 
うるしちょぞうはち    あかさかた     いせき   

   

展示資料の紹介 

荒屋新町前 船枻(せがい)造りの屋根 

荒屋一里塚から秋葉神社へ 

７月 30 日(木)～31 日(金)

の 2 日間、平舘高校２年生高

橋花音さんの職場体験受け入

れを行いました。 

 

  

（昭和玩具の展示を体験） 

うるしまく   

スナップショット 

周辺の 

コスモス   ナナカマド   ヤマボウシ   

～秋の気配～   

あり、鑑定の結果、「漆膜」であることがわかりました。 

土器の内側には、漆が底にたまっている跡があること 

から、漆を貯めておくための容器だったと考えられています。 

 この鉢は、縄文時代から当地域の人々が、暮らしの中で 

漆を使っていたことを物語っています。 


